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民児連

函館市民生児童委員会連合会広報委員会 令和７年４月１日発行

令和６年度 第93回全国民生委員児童委員大会令和６年度 第93回全国民生委員児童委員大会

11
月
19
日
㈫
朝
８
時
30
分
集
合
、

飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
夕
方
や
っ
と
着

き
ま
し
た
南
九
州
宮
崎
市
。

全
国
大
会
初
日
と
な
る
20
日
㈬
、

３
０
０
０
人
の
熱
気
の
中
、
天
岩
戸

神
楽
保
存
会
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
、
表
彰
式
と
続
き
、
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
Ｍ
Ｉ
．
Ｂ
Ｉ
Ｚ
㈱
加
納
ひ
ろ
み
氏

の
特
別
講
義
で
は
、
過
去
の
経
験
か

ら
自
分
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
誰
も
幸

せ
に
出
来
な
い
、
ま
ず
は
自
分
が
幸

せ
で
い
よ
う
と
努
力
す
る
お
話
に
共

感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
期
開
催

地
が
北
海
道
と
い
う
こ
と
で
紹
介
映

像
と
と
も
に
道
内
参
加
者
が
幸
せ
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
り
北
海
道
を

猛
ア
ピ
ー
ル
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

大
会
２
日
目
と
な
る
21
日
㈭
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、
持
続
可
能

な
民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
・
活
動

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
、
無
事
大
会
が
終
了
。
充
実
し
た

３
日
間
で
し
た
。

（
第
９
民
児
協　

小
林　

直
子
）

第85号



〔 2 〕

令和７年度のブロック部会・福祉部会活動計画案令和７年度のブロック部会・福祉部会活動計画案

※講師の都合により日にち・会場が変更となる場合があります

ブロック部会研修計画ブロック部会研修計画
ブロック部会名 日　　時 会　　場 テ ー マ

第１ブロック（１～６方面） ６月24日（火）
　18：30～  市民会館小ホール

終活について
より良き人生悔いなく
　　　　　自分らしく第２ブロック（７～11方面）

第３ブロック（12～18方面） ６月23日（月）
13：30～  市民会館小ホール 詐欺被害の防止対策

特殊詐欺と最近の傾向

第４ブロック（18～21、30方面） ６月18日（水）
10：00～  亀田交流プラザ 避難所運営体験

Ｄｏはぐコース研修

第５ブロック（22～25方面） ９月予定
14：00～  未定 発達障害について

基礎知識から要対協まで

第６ブロック（26～29方面） ５月30日（金）
13：30～

 恵山コミュニティ
 センター　　　　

民生委員活動について
（グループ討議）

福祉部会研修計画福祉部会研修計画
福祉部会名 日　　時 会　　場 テ ー マ

高齢者福祉部会 ７月24日（木）
　13：30～ 市民会館小ホール 成年後見制度について

障がい者福祉部会 ７月29日（火）
13：30～ 市民会館小ホール 障がいのある方と地域

との共生（聴覚障がい）

生活福祉部会 ６月30日（月）
13：30～ 市民会館小ホール 自立した生活を送る

ための方策

家庭児童福祉部会 10月予定
18：30～ 市民会館小ホール 子どもの虐待

発達障害と保護者支援

主任児童委員連絡会 11月予定
18：30～ 市民会館大会議室 未定

広報委員会発行計画
・発行回数　年２回　　・発行日　前年同様４月・11月　　カラーＡ４・８ページ

函館市民児協会長・副会長研修会函館市民児協会長・副会長研修会

２
月
17
日
㈪
10
時
30
分
か
ら
函
館
市
民

会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
民
児
協
運
営
等
の

中
核
を
担
う
民
児
協
会
長
お
よ
び
副
会
長

の
資
質
向
上
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
函
館
市
子

ど
も
未
来
部
子
ど
も
見
守
り
相
談
課
長
の

田
中
博
文
氏
を
講
師
に
迎
え
、
支
援
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
函
館
市
保
健
福
祉
部
地
域
福

祉
課
長
の
金
指
真
弓
氏
よ
り
、「
一
斉
改

選
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

選
任
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
点
や
、
一
斉

改
選
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
が
あ
り
、

委
員
の
確
保
に
は
町
会
等
と
の
協
力
が
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
令
和
７
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
祉
部
会
ご
と
に
協

議
を
行
い
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
計
画
を

立
て
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
い
う
実
感
が
あ
り
、
委
員
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。

（
広
報
委
員　

西
村　

亜
由
美
）
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家
庭
児
童
福
祉
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
虐
待
発
見
か
ら
虐
待
予
防
へ
」

　
　
　
　
～
地
域
全
体
で
と
も
に
育
て
る
～

高
齢
者
福
祉
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

～
認
知
症
の
症
状
か
ら
日
常
生
活
・
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
～

令
和
６
年
10
月
22
日
㈫
18
時
30
分
よ

り
、
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
函
館
中
央
病
院
小
児
科
科
長
・
こ

ど
も
子
育
て
支
援
室
室
長
石
倉
亜
矢
子

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
家
庭
児
童
福
祉

部
会
研
修
会
が
参
加
者
１
０
３
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
児
童
の

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
２
０
１
１
年
発

表
、Ａ
Ｃ
Ｅ
（
小
児
期
の
逆
境
的
体
験
）

ス
タ
デ
ィ
の
結
果
か
ら
、
虐
待
に
お
け

る
小
児
期
の
逆
境
的
体
験
を
極
力
減
ら

し
た
い
・
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
影
響
を
緩

和
し
た
い
。
社
会
生
活
能
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
安
全
で
安
心
な
居
場
所
づ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ｓ
（
保

護
的
小
児
期
体
験
）
を
提
供
し
、
Ａ
Ｃ

Ｅ
に
よ
る
影
響
の
予
防
を
め
ざ
し
、
地

域
の
関
係
性
の
中
で
、「
子
ど
も
の
居

場
所
」
を
補
完
す
る
研
修
で
し
た
。

地
域
と
し
て
民
生
児
童
委
員
と
し

て
、「
困
っ
た
、
助
け
て
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
育
て
で

つ
ま
ず
く
か
も
し
れ
な
い
人
の
伴
走
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
今
後
の
活
動
に
生

か
せ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

（
家
庭
児
童
福
祉
部
会
長

　

中
村　

ひ
で
の
）

令
和
６
年
10
月
24
日
㈭
13
時
30
分
よ

り
、
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
高

齢
者
福
祉
部
会
研
修
会
を
、
参
加
者
１

１
５
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

函
館
市
保
健
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
家

族
介
護
支
援
・
認
知
症
担
当
主
査
、
萬

矢
福
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
者
全

員
に
「
知
っ
て
あ
ん
し
ん
認
知
症
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」（
函
館
市
発
行
、
無
償
）

を
配
付
し
、
映
像
と
合
わ
せ
て
認
知
症

に
つ
い
て
幅
広
く
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
令
和
７
年
に

は
「
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
」
が
認

知
症
に
、
と
の
推
計
（
厚
生
労
働
省
）

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
種
類
や
症
状
、
疑
わ
し
い

場
合
の
対
応
や
相
談
先
、
ま
た
認
知
症

に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
方
法
、
認
知

症
の
方
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
も
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

函
館
市
も
認
知
症
に
係
る
相
談
や
介

護
支
援
策
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
金
銭
管
理
）
等
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

講
演
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
、
大
変

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
齢
者
福
祉
部
会
長　

三
田　

信
宙
）
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９
月
19
日
㈭
～
20
日
㈮
弘
前
市
と
青

森
市
で
の
『
令
和
６
年
度
函
館
市
民
生

委
員
活
動
促
進
研
修
』
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

函
館
か
ら
は
事
務
局
含
め
15
名
の
会

長
、
副
会
長
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
日
目
弘
前
市
で
の
研
修
で
は
、

弘
前
市
民
児
協
か
ら
会
長
、
副
会
長
、

監
事
や
各
部
会
長
10
名
の
役
員
の
皆
さ

ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

弘
前
市
の
人
口
は
16
万
弱
で
、
弘
前

市
民
児
協
は
市
内
26
地
区
の
協
議
会
で

組
織
さ
れ
、
定
数
３
９
７
人
、
毎
月
10

日
に
事
務
連
絡
や
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◉
地
域
住
民
を
守
る
た
め
の
要
支
援

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
の
一
つ
に
「
地

域
住
民
を
守
る
た
め
の
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
」
が
あ
り
ま
す
。

本
人
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
75
歳
以
上

の
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
、
要
介
護

度
３
～
５
の
方
々
な
ど
を
対
象
に
、
民

生
委
員
が
訪
問
し
て
支
援
者
名
簿
へ
の

登
録
を
促
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
要
支
援
の
対
象
と
な
る
１
万

７
千
人
の
う
ち
１
３
５
９
人
が
支
援
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

続
い
て
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
「
災
害
に
備
え
た
連
携
等
に
関

す
る
意
見
交
換
」
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
10
時
よ
り
「
青
森
市
民
児

協
」
と
の
合
同
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

青
森
市
は
人
口
が
26
万
５
千
人
で
青

森
市
民
児
協
は
市
内
42
地
区
、
定
数
６

５
８
人
の
う
ち
現
在
68
人
の
欠
員
が
あ

り
ま
す
。

最
初
に
、
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支

部
の
担
当
者
が
防
災
セ
ミ
ナ
ー
「
災
害

へ
の
備
え
」
に
つ
い
て
、
配
付
資
料
に

沿
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
移
り
、

世
帯
調
査
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
で

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

世
帯
の
世
帯
票
は
、
市
か
ら
直
接
各
委

員
へ
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
て
、
世
帯

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
等
も
随
時
世
帯

票
が
送
ら
れ
て
く
る
そ
う
で
す
。

◉
退
任
年
齢
は
本
人
次
第

ま
た
、
民
生
委
員
の
退
任
年
齢
は
78

歳
で
す
。
市
内
の
荒
川
地
区
で
は
80
歳

に
な
る
現
会
長
が
活
動
し
て
い
て
、
市

福
祉
課
で
は
本
人
の
継
続
の
意
思
が
あ

れ
ば
、
年
齢
は
問
わ
な
い
と
い
う
話
を

し
て
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
12
時
か
ら

の
交
流
会
で
は「
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
語
」

と
も
言
わ
れ
る
津
軽
弁
と
郷
土
色
豊
か

な
昼
食
を
頂
き
な
が
ら
、
青
森
市
民
児

協
と
の
研
修
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

稲
村　

耕
三
）

令和
６年度

民
生
委
員
活
動
促
進
研
修

弘
前
市
・
青
森
市
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お知らせ

函館市民児連への
助成金について

函
館
市
民
児
連
の
令
和
６
年
度
活
動

事
業
に
対
し
、
次
の
団
体
か
ら
助
成
金

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

※
相
馬
報
恩
会�

４
０
０
，
０
０
０
円

※
杉
崎
福
祉
財
団�

２
５
０
，
０
０
０
円

※
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

１
０
６
，
０
０
０
円

交
付
頂
い
た
助
成
金
は
、
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
全

道
の
研
修
会
参
加
や
、
函
館
市
で
の
ブ

ロ
ッ
ク
部
会
・
福
祉
部
会
研
修
、
初
任

者
交
流
会
の
開
催
、
他
都
市
と
の
交
流

研
修
等
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
民
児
連
事
務
局
）

◉
第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
修

11
月
14
日
、
函
館
市
民
会
館
大
会
議

室
に
お
い
て
、
第
１
か
ら
第
11
方
面
ま

で
の
初
任
者
、
正
副
会
長
計
46
名
が
、

６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
正
副
会
長
が
配
置
さ

れ
進
行
役
を
務
め
ま
し
た
。
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
、
疑
問
や
悩
み
、
楽
し
さ

や
面
白
さ
、
感
じ
た
事
な
ど
を
気
軽
に

発
言
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み

ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
共
通
し
て
い
た

点
は
、
戸
別
訪
問
時
の
不
安
と
き
っ
か

け
作
り
に
苦
慮
し
て
い
た
事
で
し
た
。

安
心
ボ
ト
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配

付
物
が
効
果
的
な
事
や
、
生
保
世
帯
に

は
踏
み
込
み
す
ぎ
な
い
注
意
も
必
要
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

◉
第
３
・
６
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
修

10
月
28
日
、
市
民
会
館
大
会
議
室
に

お
い
て
第
12
か
ら
17
方
面
、
第
26
・
27

方
面
の
初
任
者
、
正
副
会
長
計
39
名
が
、

６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
活
発
な
意
見
交
換
等
が

あ
り
、
活
動
に
つ
い
て
、
活
動
記
録
や

各
種
証
明
の
記
入
方
法
、
世
帯
調
査
に

つ
い
て
の
疑
問
点
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
関
わ
り
も
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
。

◉
第
４
・
５
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
修

11
月
13
日
、
市
民
会
館
大
会
議
室
に

お
い
て
、
初
任
者
、
正
副
会
長
計
53
名

が
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
に
な
っ
て
感
じ
た
事
、
こ

ん
な
時
に
ど
う
す
る
？
委
員
に
な
っ
て

良
か
っ
た
こ
と
等
、
委
嘱
さ
れ
て
間
も

な
い
皆
さ
ん
の
、
活
動
を
通
し
て
の
経

験
談
や
疑
問
点
な
ど
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
仲
間
作
り
や
意
識
付
け
に
役
立
っ

た
事
。
特
に
「
訪
問
す
る
き
っ
か
け
作

り
」
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
今
回
出
さ
れ
た
提
案

や
意
見
等
を
今
後
何
ら
か
の
形
で
検
討

課
題
に
あ
げ
、
解
決
や
提
案
の
実
現
が

図
ら
れ
る
よ
う
各
民
児
協
で
も
検
討
し

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
委
員
長　

中
村　

啓
子
）

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
初
任
者
交
流
研
修

　
　
　
　
初
任
者
交
流
研
修
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第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
と
し
て
の

心
構
え
と
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
が
、
９

月
26
日
㈭
午
後
２
時
よ
り
函
館
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
参
加
者
63
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
函
館
市
保

健
福
祉
部
地
域
福
祉
課
工
藤
敦
子
主
査

を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
は
、
地

域
の
身
近
な
相
談
相
手
・
見
守
り
役
で

す
。
何
を
し
た
ら
よ
い
か
不
安
な
場
合

は
、
民
児
協
定
例
会
を
活
用
し
、
民
児

協
会
長
・
副
会
長
や
先
輩
委
員
に
相
談

し
た
り
聞
い
た
り
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
悩
ん
だ
り
判

断
し
た
り
せ
ず
、
関
係
機
関
と
も
相
談

し
な
が
ら
対
応
し
ま
し
ょ
う
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
活
動
す
る
際
の
職
務
の
心
構

え
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
研
修
を
積
極
的

に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
個
人
の

人
権
尊
重
・
守
秘
義
務
等
、
民
生
委
員

法
に
沿
っ
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
支
援
し
て

い
る
高
齢
者
と
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
や
、
情
報
提
供
時
の
守
秘
義
務
に
関

わ
る
具
体
的
な
対
処
、
し
て
は
い
け
な

い
金
銭
貸
借
・
金
銭
取
り
扱
い
へ
の
対

応
等
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

講
演
を
通
し
て
、
地
域
の
「
よ
き
隣

人
」
と
し
て
「
人
と
人
を
繋
げ
る
」
民

生
児
童
委
員
の
役
割
と
活
動
が
理
解
で

き
た
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

（
第
11
民
児
協
副
会
長　

杉
山　

曜
子
）

　

10
月
17
日
㈭
～
18
日
㈮
、
主
任
児
童

委
員
の
活
動
が
活
発
な
旭
川
市
民
生
委

員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
に
、
函
館
か

ら
６
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　

旭
川
市
内
の
小
学
５
、
６
年
生
を
対

象
と
し
た
『
民
生
委
員
・
児
童
委
員
』

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
話
を
聞
き
、
日

常
の
家
庭
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
子
ど

も
視
点
で
表
現
さ
れ
た
作
文
に
、
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民

と
関
係
機
関
、
そ
こ
に
携
わ
る
方
々
の

励
み
と
な
り
、
街
全
体
が
人
と
人
の
繋

が
り
を
意
識
で
き
る
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
お
宅
へ
絵
本

を
持
っ
て
訪
問
す
る
「
う
ぶ
ご
え
へ
の

贈
り
も
の
」
の
説
明
で
は
、
訪
問
時
の

顔
の
表
情
か
ら
あ
い
さ
つ
の
交
わ
し
方
、

そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
た
話
し
方
な
ど

を
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き
、
産
後
の
お

母
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
研
修
を
通
じ
て
、
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

ま
ず
第
一
に
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域
住
民
に
広

く
周
知
す
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
寄
り
添
え
る
主
任
児
童
委
員
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
活
動
を
続

け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
第
５
民
児
協
主
任
児
童
委
員

　

梶
原　

亜
里
沙
）

主
任
児
童
委
員
活
動
推
進
研
修
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前
回
発
行
の
第
84
号

か
ら
表
紙
の
「
民
児
連

は
こ
だ
て
」
の
タ
イ
ト

ル
バ
ッ
ク
が
お
し
ゃ
れ

な
絵
柄
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ

で
す
が
、
読
み
や
す
く
目
を
通
し
て

く
だ
さ
る
方
々
に
楽
し
ん
で
頂
け
れ

ば
と
の
思
い
で
作
成
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
落
ち
着
い
て
き

た
と
は
い
え
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
ダ
ブ
ル
流
行
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
会
議
や
研
修
会
が

全
て
予
定
通
り
に
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に

楽
し
く
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
作
成
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
広
報
委
員　

笹
島　

則
男
）
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　① 令和７年度版 民生委員・児童委員活動記録

　　 ※活動記録は12月に新任委員用を配付予定

　② 世帯調査票・児童票・世帯マップ

　③ 生活保護情報・生活福祉資金貸付関係
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　② 民生児童委員「バッジ」

　③ 民生児童委員「門標」

■前任者から後任者へ引継ぎが不要なもの
　① 携帯電話充電用ソーラーバッテリー

　② 各種研修用図書

■新旧民生委員の引継ぎ
　�　退任される民生委員の任期は令和７年11月30日までとなっております。各民児協

で引継ぎ時期を定め、適宜進めてください。
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令和６年度令和６年度

活動写真集活動写真集

５月 パネル展 ９月 秋田市民児協との交流 １月 民児連新年交礼会

７月 第５民児協
「みんなつながるフェスティバル」

11月 第４民児協
「みんなのふれあい広場」

１月 厚生労働大臣表彰
第27民児協　蔦さん　（右）
第１民児協　船橋さん（左）

10月 赤い羽根街頭募金

　令和６年度　道民児連活性化事業指定　


